
　

固
有
種
が
多
い
日
本
列
島
に
お
い
て
、
ガ
ガ
ン
ボ
カ
ゲ
ロ
ウ
科

Dipterom
im
idae （

カ
ゲ
ロ
ウ
目も

く

昆
虫
）
は
、
そ
の
中
で
も
唯
一
の
科
レ
ベ

ル
（
種
を
ま
と
め
て
属
、
属
を
ま
と
め
て
科
の
分
類
）
で
日
本
固
有
で
す
。

こ
の
科
は
ガ
ガ
ン
ボ
カ
ゲ
ロ
ウ Dipterom

im
us tipuliform

is 

と
キ
イ
ロ

ガ
ガ
ン
ボ
カ
ゲ
ロ
ウ Dipterom

im
us fl avipterus 

で
構
成
さ
れ
（
図
１
）、

長
野
県
は
南
信
の
一
部
地
域
に
し
か
分
布
し
て
い
ま
せ
ん
。
幼
虫
は
山
岳

源
流
の
細
流
脇
の
プ
ー
ル
（
ほ
ぼ
止
水
）
に
生
息
し
、
成
虫
は
プ
ー
ル
脇

の
広
い
葉
の
上
に
定
位
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

大
き
な
特
徴
と
し
て
、
細
流
の
プ
ー
ル
に
適
応
し
て
い
る
た
め
、
や
や

規
模
の
大
き
な
渓
流
で
あ
っ
て
も
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
翅
を
も
つ
成
虫

期
は
２
、３
日
と
短
く
、
と
て
も
飛
翔
能
力
が
低
い
で
す
。
こ
う
し
た
特
徴

か
ら
、
分
散
能
力
が
低
く
、
山
塊
ご
と
に
孤
立
、
分
断
化
し
、
遺
伝
的
な

地
域
性
を
検
出
し
や
す
い
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
種
を
対
象
に

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
用
い
た
生
物
系
統
地
理
研
究
を
展
開
し
た
結
果
、
ガ
ガ
ン
ボ
カ

ゲ
ロ
ウ
類
の
進
化
史
は
日
本
列
島
の
誕
生
や
、
本
邦
最
大
の
断
層
で
あ
る

中
央
構
造
線
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

西
南
日
本
に
分
布
す
る
ガ
ガ
ン
ボ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
遺
伝
子
解
析
の
結
果
、

大
き
く
５
つ
の
系
統
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
明
確
な
地
域
性
が
観
察
さ
れ

ま
し
た
（
図
３
）。
し
か
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
分
布
は
現
在
の
地
形
で
説
明

で
き
ず
に
頭
を
抱
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
九
州
内
で
南
北
に
遺
伝
分
化
し

た
系
統
は
近
縁
で
は
な
く
、
北
部
の
系
統
Ｃ
は
関
門
海
峡
を
挟
ん
だ
中
国

地
方
に
も
分
布
し
て
い
ま
す
。
源
流
棲
の
ガ
ガ
ン
ボ
カ
ゲ
ロ
ウ
は
海
を
渡

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
不
思
議
で
す
。
お
そ
ら
く
、
瀬
戸
内
海
が
形
成

さ
れ
る
以
前
の
分
断
イ
ベ
ン
ト
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
様
々
な
要

因
を
検
討
し
た
結
果
、
中
央
構
造
線
の
影
響
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

中
央
構
造
線
が
活
発
に
活
動
し
た
際
に
は
、
大
き
な
谷

地
形
が
形
成
さ
れ
大
河
川
が
流
れ
ま
す
。
渓
流
で
も
生
存
で

き
な
い
ガ
ガ
ン
ボ
カ
ゲ
ロ
ウ
に
と
っ
て
は
、
大
河
川
は
大
き

な
分
散
障
壁
と
な
り
遺
伝
分
化
し
た
の
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
と
、
再
び
頭
を
抱
え
る
例
外

が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
紀
伊
半
島
南
部
に
分
布
す
る

系
統
Ｅ
は
、
中
央
構
造
線
を
跨ま
た

い
で
北
部
ま
で
分
布
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
紀
伊
半
島
は
険
し
い

山
岳
地
帯
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
地
質
の
専
門
家
と
紀

伊
半
島
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を
実
施
し
た
結
果
、
紀
伊
半

島
の
山
岳
形
成
時
期
と
紀
伊
半
島
の
ガ
ガ
ン
ボ
カ
ゲ
ロ
ウ

の
分
布
拡
大
の
時
期
が
一
致
し
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
か
つ
て
は
中
央
構
造
線
よ
り
南
部
地
域
に
分
布

が
制
限
さ
れ
て
い
た
祖
先
集
団
は
、
地
殻
変
動
に
よ
り
中
央

構
造
線
の
上
に
山
岳
地
帯
（
紀
伊
山
地
や
布
引
山
地
）
が
形

成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
息
に
好
適
な
山
岳
環
境
が
連

続
し
て
形
成
さ
れ
、
分
布
域
を
拡
大
で
き
た
わ
け
で
す
。
つ

ま
り
、
断
層
の
活
動
で
形
成
さ
れ
た
大
河
川
に
よ
っ
て
南
北

に
遺
伝
分
化
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
火
山
活
動
が
活
発
な

九
州
や
、
瀬
戸
内
海
の
形
成
に
よ
り
、
そ
の
分
断
は
維
持
さ

れ
た
も
の
の
、
紀
伊
半
島
で
は
山
岳
形
成
に
よ
っ
て
地
形
が

変
化
し
て
例
外
的
な
分
布
拡
大
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

ガ
ガ
ン
ボ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
遺
伝
子
に
は
、
日
本
列
島
で
繰
り

広
げ
ら
れ
て
き
た
様
々
な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
南
信

（
飯
田
市
上
村
や
天
龍
村
）
に
行
っ
た
際
に
は
気
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
日
本
の
歴
史
を
背

お
っ
た
威
風
堂
々
た
る
姿
を
見
せ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
発
酵
食
品
。
酒
や
漬
物
、
チ
ー

ズ
な
ど
、
和
洋
を
問
わ
ず
美
味
し
く
体
に
も
良
い
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
生
産
に
は
カ
ビ
や
コ
ウ

ボ
、バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
微
生
物
の
働
き
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
発
酵
に
関
わ
る
微
生
物
た
ち
の
素
顔

に
迫
り
、
発
酵
食
品
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
今
回

は
味
噌
や
醤
油
な
ど
「
発
酵
調
味
料
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
上
げ
、
実
際
に
仕
込
み
を
実
施
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

内
容
が
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

5
月
14
日
（
土
）
10
〜
15
時

●
内
容　

発
酵
調
味
料
に
関
す
る
基
礎
知
識
・
手
作
り
で

挑
戦
す
る
調
味
料
作
成
方
法
、
発
酵
食
品
の
基
礎
（
微

生
物
、
発
酵
食
品
作
成
方
法
に
つ
い
て
の
概
説
）

●
講
師　

小お
ざ
わ沢
映え

い
こ子
氏
（
有
限
会
社
ガ
ー
デ
ン
・
か
も
し

ラ
ボ
）、
出で

川が
わ

洋よ
う

介す
け

（
筑
波
大
学　

准
教
授
）

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
定
員　

20
名

●
講
習
料　

２
３
０
０
円（
別
途
材
料
費
５
０
０
円
程
度
）

●
会
場　

筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験

所
（
上
田
市
菅
平
高
原
１
２
７
８
‐
２
９
４
）

→
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日
本
列
島
固
有
科
の
ガ
ガ
ン
ボ
カ
ゲ
ロ
ウ

　
　
　
　
〜
地
殻
変
動
の
生
物
へ
の
影
響
〜

→

イ
ベ
ン
ト
情
報

筑
波
大
学
生
命
環
境
系
　
特
任
助
教
※
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹た

け
な
か中

將ま
さ
き起

図２：ガガンボカゲロウの成虫

※
２
０
２
２
年
３
月
現
在
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図１：ガガンボカゲロウ科
の分子系統樹

図３：分子系統解析で検出されたガガンボカゲロウ
の各系統とキイロガガンボカゲロウの分布。２種の
分布の間に大きな空白地帯が存在。地図上のアル
ファベットと色は図 1と対応（点線：中央構造線）。

●
申
し
込
み　

4
月
18
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）
に
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
メ
ー
ル
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

問　
筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

　
　

☎
０
２
６
８
・７
４
・２
０
０
２
（
平
日
９
〜
17
時
）

　
　

℻  
０
２
６
８
・７
４
・２
０
１
６

　
　
✉ikim

ono_srs@
un.tsukuba.ac.jp

古
く
か
ら
続
く
植
生
の
歴
史
的
価
値

　

古
く
か
ら
続
く
草
原
・
た
め
池
・
山
城
の
自
然
遺
産
と

し
て
の
価
値
と
、
そ
れ
を
守
る
た
め
の
手
入
れ
方
法
、
外

来
種
対
策
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
み
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

6
月
18
日
（
土
）
14
〜
16
時

●
講
師　

田た

中な
か
け
ん健

太た

（
筑
波
大
学　

准
教
授
）

●
対
象　

中
学
生
以
上

●
開
催
方
式　

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ
で
の
対
面

（
定
員
あ
り
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）

●
申
し
込
み　

5
月
25
日
（
水
）
以
降
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ま

ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ
へ
。

問　
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ

　
　

☎
０
２
６
８
・７
５
・０
０
６
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　
　
（
月
〜
金
曜
日　

12
時
〜
17
時
）

　
　
✉info_m

cu@
em
ail.plala.or.jp

令
和
４
年
度
筑
波
大
学
公
開
講
座

発
酵
食
品
の
世
界

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ

市
民
向
け
講
座



ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
声
よ
り

「
退
職
後
、
何
を
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
と
き
に
、

良
い
機
会
に
巡
り
合
え
ま
し
た
。
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
幅
広
い
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
時
間
を

有
効
に
使
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。」

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
認
定
ま
で
の
流
れ

①
各
自
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
、
１
〜
２
年
か
け
て
次
の

活
動
に
参
加
し
、
必
要
な
技
能
を
習
得
す
る
。

●
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
基
礎
講
座
（
全
３
回
）

●
自
然
観
察
会
の
見
学
（
全
３
回
）
※
内
容
変
更
あ
り

●
そ
の
他
、
当
実
験
所
に
関
連
す
る
活
動
（
ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ
市
民
向
け
講
座
、
筑
波
大
学
公

開
講
座
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
定
例
会
、
標
本
整
理
、

動
画
を
視
聴
し
て
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
か
ら
い
く

つ
か
選
択
）

　
　
　
　
　
←

②
テ
ー
マ
を
決
め
て
成
果
発
表

　
　
　
　
　

←

③
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
へ
認
定
！

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
下
記
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
基
礎
講
座
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

菅
平
高
原
実
験
所
（
以
下
、当
実
験
所
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
」。
現
在
17

名
が
お
り
、
自
然
観
察
会
の
ガ
イ
ド
を
中
心
に
、
当
実

験
所
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト

い
た
だ
い
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
己
研
鑽
の
た
め
の

勉
強
会
や
、
社
会
貢
献
活
動
の
企
画
な
ど
、
地
域
の
自

然
科
学
振
興
に
貢
献
す
る
幅
広
い
活
動
を
自
発
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
い
た
だ

け
る
新
規
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
主
な
活
動
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
当
実
験
所
に
お
け
る
自
然
観
察
会
の
企
画
、
運
営
、

ガ
イ
ド
の
担
当

●
当
実
験
所
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

　

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
基
礎
講
座
や
そ
の
他
の
活
動
へ
の

参
加
を
通
じ
て
必
要
な
技
能
を
習
得
さ
れ
た
方
は
、「
筑

波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
」
と
認
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

植
物
、
動
物
、
キ
ノ
コ
な
ど
、
興
味
の
対
象
は
さ
ま

ざ
ま
。
そ
ん
な
仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。
当

実
験
所
が
あ
な
た
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

本
通
信
の
印
刷
・
配
布
は

　
　
　
　
　
東
郷
堂
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

次
号
は
６
月
発
行
予
定
で
す

●
内
容　

当
実
験
所
に
て
講
義
（
当
実
験
所
紹
介
、
菅

平
の
自
然
概
説
、
樹
木
園
概
説
、
ガ
イ
ド
の
心
得
な

ど
）、
フ
ィ
ー
ル
ド
見
学
（
自
然
林
、
樹
木
園
な
ど
）

●
対
象　

高
校
生
以
上
。
自
然
や
生
き
物
が
好
き
で
、

「
知
り
た
い
、
学
び
た
い
」
と
い
う
意
欲
が
あ
り
、

自
己
研
鑽
に
努
め
な
が
ら
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て

長
期
に
わ
た
り
活
動
い
た
だ
け
る
方
。

●
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料
（
毎
回
50
円
の
保
険
代
徴
収
あ
り
）

●
日
程　

５
〜
７
月
の
第
４
土
曜
日
10
〜
15
時（
予
定
）

　

・
第
１
回
５
月
28
日　

・
第
２
回
６
月
25
日

　

・
第
３
回
７
月
23
日

●
申
し
込
み　

４
月
18
日（
月
）〜
４
月
28
日（
木
）に
、

左
記
を
ご
記
載
の
う
え
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

　

・
お
名
前　

・
ご
住
所　

・
電
話
番
号

　

・
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ　

・
お
申
込
み
の
動
機

問　
筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

　
　

☎
０
２
６
８
・７
４
・２
０
０
２（
平
日
９
〜
17
時
）

　
　

℻  
０
２
６
８
・７
４
・２
０
１
６

　
　
✉ikim

ono_srs@
un.tsukuba.ac.jp

イベント情報希望の方はこちらまで  ✉ ikimono_srs@un.tsukuba.ac.jp　【Twitter】 https://twitter.com/srs_kyoten
【Facebook】 https://www.facebook.com/sangaku.center　【YouTube】https://www.youtube.com/c/TsukubaMSC

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
募
集
の
お
知
ら
せ

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
基
礎
講
座

（
全
３
回
）


